
大阪市此花区の期日前投票所に従事する投票管理者 

及び投票立会人の登録及び選任に関する要綱 

 

（趣旨）  

第１条 大阪市此花区の期日前投票所に従事する投票管理者及び投票立会人の登録及

び選任に関する要綱は、大阪市此花区の期日前投票所に係る投票管理者及び投票立会人

の登録及び選任に関し、円滑に事務を行うため必要な事項を定めるものとする。 

 

（登録）  

第２条 大阪市此花区選挙管理委員会委員長（以下「委員長」という。）は、次の各号

のいずれかに掲げる者を投票管理者及び投票立会人として登録する。ただし、⼤阪市暴

⼒団排除条例第 10 条に基づき、暴⼒団員⼜は暴⼒団密接関係者は、登録することがで

きない。  

(1) 団体等から推薦のあった者  

(2) 公募に応募した者  

(3) 期日前投票に係る選挙事務（以下「選挙事務」という。）の経験がある者のうち、

委員長が適当と認めた者  

 

（公募の手続き）  

第３条 前条第１号に掲げる者については、大阪市此花区の期日前投票所に係る投票管

理者及び投票立会人推薦書（様式第 1号）（以下推薦書という。）を委員長に提出するこ

とにより推薦するものとする。 

２ 前条第２号および第３号に掲げる者については、「大阪市此花区の期日前投票所に

係る投票管理者及び投票立会人登録申込書」(様式第 2 号)（以下「申込書」という。)

を委員長に提出するものとする。  

３ 委員長は、第１項の推薦書または第２項の申込書を受理したとき、適当と認めた者

について大阪市此花区期日前投票所に係る投票管理者及び投票立会人登録者名簿に登

録する。  

 

（登録の期間）  

第４条 投票管理者及び投票立会人として登録された者（以下「投票管理者及び投票立

会人登録者」という。）の登録期間は、登録の日から次条による登録の取消がなされる

までの期間とする。 

 

（登録事項の変更及び取消し）  

第５条 投票管理者及び投票立会人登録者は、申込書の記載事項に変更が生じたとき又

は登録を辞退するときは、「大阪市此花区の期日前投票に係る投票管理者及び投票立会



人登録事項変更届・取消届」（様式第 3号）を委員長に提出するものとする。 また第２

条第１号により登録されたものについては、推薦者より新たな推薦がされたときに登録

の取消がされたものとする。 

２ 委員長は、投票管理者及び投票立会人登録者が次の各号に該当するときは、その者

の登録を取消すことができる。 

 (1) 本人からの前項による申し出があったとき  

(2) 第６条第３項、第７条第３項に規定する資格に該当しなくなったとき  

(3) 投票管理者及び投票立会人としての職務を怠り、職務義務に違反したとき  

(4) 病気、転居その他の事由により選挙事務に従事することが困難であると認められ

るとき  

３ 委員長は、前項の規定により登録の取消しを行った場合は、その旨を「大阪市此花

区の期日前投票所に係る投票管理者及び投票立会人登録取消通知書」（様式第 4 号）に

より本人に通知するものとする。  

 

（期日前投票所投票管理者）  

第６条 期日前投票所における投票管理者は、投票所において投票に関する手続のすべ

てについて最終的な決定権をもつ者であり、投票事務従事者を指揮監督し、投票事務全

般を管理執行するのがその職責である。  

２ 選挙管理委員会は、期日前投票所の投票管理者に選任した場合は、公職選挙法施行

令第 25 条の規定によりその者の住所及び氏名の告示を行う。  

３ 期日前投票所における投票管理者は、次の条件を満たす者とする。 

(1) 選挙権を有する者  

(2) 選挙事務に対し責任をもって、事務を遂行できる者  

(3) 秘密の保護に関し信頼のおける者  

(4) 政治的に中立かつ厳正公平である者  

(5) その他選挙事務に支障のない者 

４ 期日前投票所における投票管理者の身分上の制約は、次のとおりである。  

 在職中、その関係区域内において、影響を与える投票活動すべてが禁止される。 

  

（期日前投票所投票立会人）  

第７条 期日前投票所における投票立会人は、投票が行われる際、投票管理者の事務の

執行に必要な補助を行うとともに、投票事務の執行が公正に行われるように監視するこ

とがその職責である。  

２ 選挙管理委員会は、期日前投票所の投票立会人のうち、職務代理者に選任した場合

は、公職選挙法施行令第 25 条の規定によりその者の住所及び氏名の告示を行う。  

３ 期日前投票所における投票立会人は、次の条件を満たす者とする。  

(1) 選挙権を有する者 



(2) 選挙事務に対し責任をもって、事務を遂行できる者  

(3) 秘密の保護に関し信頼のおける者  

(4)その他選挙事務に支障のない者 

 

（投票管理者及び投票立会人の選任）  

第８条 委員長は、投票管理者及び投票立会人登録者から投票管理者及び投票立会人を

選任する。 

 

（選挙事務の依頼）  

第９条 委員長は、前条の規定により選任しようとするときは、あらかじめ選挙事務の

内容、日程等を明示し、承諾書（様式第 5号）により、本人の承諾を得なければならな

い。  

 

（選挙事務の内容等）  

第 10 条 委員長は、投票事務の円滑な実施を図るため、投票管理者及び投票立会人に

対し従事する際に必要な事務に関する情報、資料等を配布するなど、その資質の向上に

努めるものとする。  

 

（報酬）  

第 11 条 投票管理者及び投票立会人に係る報酬については、「非常勤の職員の報酬及び

費用弁償に関する条例（昭和 31 年大阪市条例第 33 号）」に基づいて支給する。  

 

（秘密の保持）  

第 12 条 投票管理者及び投票立会人に従事した者は、その職務上知り得た秘密を他に

漏らしてはならない。また、従事終了後においても同様とする。  

 

（その他）  

第 13 条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は委員長が別に定める。  

 

 

附則 

１．この要綱は令和３年８月１日から施行する。 

２．令和２年９月 29 日施行の令和２年 11月１日施行予定の大阪市を廃止し特別区を設

置することについての投票に係る新たに増設する期日前投票所に従事する投票管理

者及び投票立会人の登録及び選任に関する要綱を廃止とする。 


